
　

4
月
16
日
、
お
し
ど
り
学
園
の
開
講

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
は
、
学
園
生
46
人
の
内
、

36
人
が
出
席
。
式
典
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
規
模
を
縮
小
し
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
神
庭
賢
一
学
園
長
が
、

「
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関

係
で
開
講
式
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
お
し
ど
り
学
園
で
の
生
涯
学
習

で
、
人
生
を
よ
り
深
く
充
実
し
た
も
の

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
開
講
式
終
了
後
に
は
、「
小

説
『
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
を
め
ぐ

る
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
、
作
家

の
松
本
薫
さ
ん
に
よ
る
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、「
小
説
『
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
の
物
語
」
を
講

談
で
披
露
。
テ
ン
ポ
の
よ
い
語

り
口
で
、
学
園
生
は
物
語
の
中

に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
近
藤
家
の
た
た
ら
経

営
の
こ
と
や
、
た
た
ら
製
鉄
の
歴
史
の

お
も
し
ろ
さ
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
「
た
た
ら
は
、
百
年
前
ま
で
存
在
し

て
い
た
一
大
産
業
。
過
去
（
歴
史
）
を

知
る
こ
と
は
、
未
来
を
考
え
る
ヒ
ン
ト

に
な
る
と
思
う
。
た
た
ら
の
歴
史
を
通

し
て
、
郷
土
の
『
こ
れ
か
ら
』
を
考
え

て
も
ら
え
た
ら
。
温
故
知
新
で
す
」
と

松
本
さ
ん
。

　

学
園
生
は
、
歴
史
を
学
ぶ
大
切
さ
と
、

学
ぶ
こ
と
が
郷
土
の
発
展
へ
と
つ
な
が

る
学
習
が
で
き
、
一
年
の
ス
タ
ー
ト
に

ふ
さ
わ
し
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
お
し
ど
り
学
園
開
講
式

心
弾
ま
せ
　
生
涯
学
習
の
ス
タ
ー
ト
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次
回
お
し
ど
り
学
園
の
ご
案
内

日
　
時
　

6
月
18
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分
／
場
　
所
　
町
公
民
館
　
講
堂

内
　
容
　
講
演
　「
大
阪
を
ス
テ
ッ
プ
に
全
国
に
飛
躍
し
た
祐
生
の
収
集
人
生
」

　
　
　
　
講
師
　
祐
生
出
会
い
の
館
　
副
館
長
　
中
尾
慶
治
郎
さ
ん

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
町
公
民
館
（
７
４-

０
２
１
２
）

　

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
は
、
鳥
取
県
の
絶
滅
危
惧
種
に
も
な
っ
て
い
る
世
界

最
小
の
ト
ン
ボ
の
一
つ
で
、
そ
の
大
き
さ
は
、
一
円
玉
に
収
ま
る
ほ
ど
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。「
小
さ
な
ト
ン
ボ
王
国
」
で
は
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
ほ
か

に
も
、「
ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ
」「
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物
に
出
会

え
ま
す
。
ぜ
ひ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
木
道
で

の
観
察
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

ホ
タ
ル
観
察
会
＆
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
観
察
会

～
「
小
さ
な
ト
ン
ボ
王
国
」
に
行
っ
て
み
よ
う
～

日
時
：
6
月
19
日
（
土
）

　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

集
合
場
所
：
滝
山
公
園
駐
車
場

観
察
場
所
：
滝
山
公
園
湿
地
ビ
オ
ト
ー
プ

【
参
加
申
込
】
6
月
14
日
（
月
）
ま
で
に

町
公
民
館
へ
（
７
４-

０
２
１
２
）

日
時
：
6
月
11
日
（
金
）

　
　
　
午
後
6
時
50
分
～
午
後
8
時
50
分

集
合
場
所
：
町
文
化
セ
ン
タ
ー

観
察
場
所
：
日
野
川
舟
場
付
近

【
参
加
申
込
】
6
月
7
日
（
月
）
ま
で
に

町
公
民
館
へ
（
７
４-

０
２
１
２
）

　

日
野
川
に
は
、
多
く
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
幼
虫
時
代
を
水
中
で
過

ご
し
、
桜
の
花
が
咲
く
こ
ろ
に
な
る
と
光
り

な
が
ら
上
陸
し
、
土
の
中
で
サ
ナ
ギ
に
な
り

ま
す
。
6
月
ご
ろ
に
は
、
羽
化
し
、
美
し
い

光
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
日
野
川
で
た
く
さ

ん
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
を
、
ぜ
ひ
観
察
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

▲たたらを通して明治の女性の
一代記を語る松本さん

ハッチョウトンボハッチョウトンボ ゲンジボタルの乱舞ゲンジボタルの乱舞
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1　町の未来を創造しようとする心と学ぶ意欲を高める保育・学校教育の推進
1-1　発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の推進と学校教育への接続
1-2　ふるさと日野町への愛着と誇り、豊かな人間性・社会性をはぐくむ教育の推進
1-3　学ぶ意欲を高め学力を伸ばすとともに社会の進展に対応できる教育の推進
1-4　人権尊重の精神と生命を大切にする教育の推進
1-5　特別支援教育の充実

2　時代や社会の変化に対応できる保育・教育環境の充実
2-6　地域との連携、協働による保育・学校教育の推進
2-7　教育環境の充実と特色ある学校運営の推進
2-8　安心して子育てができる環境づくり
2-9　人口減少社会に対応した教育環境整備
2-10　働き方改革と保育士、教職員の資質向上

3　自己実現と地域の自立促進を促す生涯学習の推進
3-11　年代を超えた住民相互のつながりと、主体的に行動できる人材の育成
3-12　人権・同和教育の推進

4　生涯にわたる健やかな体づくりとライフステージに応じた運動の推進
4-13　ライフステージに応じた運動、スポーツ活動の充実
4-14　指導者の育成、指導力の向上と住民団体などとの連携

5　文化、伝統、芸術および豊かな自然の保存・継承と新たな文化の創造
5-15　文化芸術活動に親しむことができる機会の拡充
5-16　読書活動の推進
5-17　文化財や自然などの保存・活用

基
本
理
念

ま
ち
を
愛
し
　
未
来
を
創
る
　
人
づ
く
り

少
人
数
の
強
み
を
生
か

し
た
子
育
て
支
援
と
生

き
る
力
の
基
礎
を
培
う

幼
児
教
育
の
推
進

地
域
を
支
え
る
人
材

を
育
成
す
る
学
校
教

育
の
推
進

時
代
や
社
会
の
変

化
に
対
応
で
き
る

教
育
環
境
の
充
実

自
己
実
現
と
地
域
の

自
立
促
進
を
促
す
生

涯
学
習
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸

術
の
振
興
お
よ
び
文

化
財
の
保
存
、
活
用

第３次日野町教育大綱（令和 3年度～令和 7年度）

日野町教育振興基本計画【第Ⅲ期】（令和3年度～令和7年度）

教育目標
ふるさとを愛し　心豊かに　たくましく羽ばたく　日野の子の育成

めざす子ども像
▼ふるさと日野町を誇り、地域とつながり、未来を創る子ども
▼夢や希望、目標に向かって、主体的に学ぶ子ども
▼コミュニケーション力、豊かな人間性を持つ子ども
▼心も体も健康で、たくましく生きる子ども

教育大綱

【問合せ】町教育委員会事務局（電話 72-2107）

教育振興基本計画


